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第 1 号議案その１

平成２２年度 中部支部事業報告

第 １ 諸 会 議

１）第４７回 定期総会 平成２２年５月１２日（水） ホテルキャッスルプラザ

２）第４７回 役 員 会 平成２２年４月２１日（水） 名古屋観光ホテル

３）第１回 運営委員会 平成２２年９月 ３日（金） ホテルキャッスルプラザ

４）第２回 運営委員会 平成２３年３月２５日（金） ホテルキャッスルプラザ

５）第９６回全国支部連絡会 平成２２年５月 ７日（金) 日本包装技術協会

６）第９７回全国支部連絡会 平成２２年１２月６日（月) 国立京都国際会館

７） 平成２３年２月 ４日（金） ホテルキャッスルプラザ第４６期包装管理士講座講師打合会

第 ２ 事 業

１）研究会活動

(1)研究例会

①包装資材研究例会 （参加者 96 名）

～すぐに役立つ包装資材・副資材の最新情報～

平成２２年６月１７日（木）

愛知県産業産業労働センター（ウインクあいち） 11 階 1101 会議室

コーディネーター 見田工作株式会社 執行役員物流営業事業部長 大橋 正宏 氏

東海漬物株式会社 漬物機能研究所 商品開発グループ 主任開発員 岩田 峰司 氏

1)「天然由来の安全な防虫抗菌材について－フィルム・段ボール・紙器等への応用」

有限会社バイオエコ 企画営業部 部長 早瀬 学 氏

2)「脱酸素剤の最新動向について」

三菱ガス化学株式会社 特殊機能材カンパニー 企画開発部

脱酸素剤グループ 担当課長 仲川 和秀 氏

3)「持続性耐電防止性能を有するポリプロピレン系発泡体緩衝材の開発と応用」

株式会社ＪＳＰ 高機能材カンパニー 開発部 部長 佐々木 秀浩 氏

4)「最近の乾燥剤・吸湿剤の動向と効果的な使用法

日本化工機材株式会社 Ｒ＆Ｄセンター 企画開発Ｇ 篠原 光雄 氏

5)「防錆フィルムによる包装改善と省資源パッケージ」

アイセロ化学株式会社 マーケティング本部 マネージャー 村上 貴紀 氏

②輸送包装研究例会（参加者 94 名）

～中国物流の実態、新規バンニング技術による輸送改善、そして 企業立地について～

平成２２年７月２２日（木）

愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 11 階 1101 会議室

コーディネーター トヨタ自動車株式会社ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰﾂ物流部拠点管理室主幹 宮原 文明 氏

株式会社デンソーロジテム 包装管理部包装管理室長 石川 元信 氏

1)「中国物流の実態」

順旺現代包装材料（上海）有限公司 総裁 技術士（経営工学） 福喜多 俊夫 氏

2)「CVT利用による重量物の輸送改善」

～ドライコンテナへの効率的バンニング／デバンニングを実現する技術～

名港海運株式会社 業務部 副部長 川北 俊信 氏

3)「中部臨空都市／企業立地のご案内」
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～未来を拓く創造拠点・愛知から拡げるビジネスチャンス～

愛知県企業庁 企業誘致課 主査（臨空都市推進グループ） 夏目 隆志 氏

③生活者包装研究例会（参加者 35 名）

～包装材料のリスク管理と魅力あるパッケージ容器のデザイン開発～

平成２２年９月１６日（木）

愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 11 階 1201 会議室

笹徳印刷株式会社 執行役員編集製作本部長 米川 和弥 氏コーディネーター

1)「包装材料のポジティブリスト(PL）とネガティブリスト(NL）から見るリスク管理」

東罐興業株式会社 紙容器販売本部 市場開発部 西 秀樹 氏

2)「デザインから始まるモノづくり」

～パッケージデザインから金型製作及び成形にいたる一貫したサービスモデルの構築～

本多プラス株式会社 代表取締役専務 本多 孝充 氏

④包装技術講習会（参加者 86 名）

平成２１年１１月２５日（木）

愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 11 階 1101 会議室

コーディネーター 愛知県産業技術研究所 工業技術部 応用技術室長 松生 秀正 氏

ダイナパック株式会社 開発設計本部 企画設計部兼製品開発部長 上村 寛 氏

1)「輸出入コンテナの横転事故に関する実験的考察とその防止について」

東京海洋大学 海洋工学部 教授 渡邉 豊 氏

2)「ヤマハ発動機株式会社の製品梱包の概要と３Ｒ活動の紹介」

ヤマハ発動機株式会社 物流・安全貿易部 ロジスティック技術グループ

グループリーダー 主査 深村 英明 氏

(2)講演会

①定期総会記念講演会 （参加者 74 名）

平成２２年５月１２日（水）

ホテルキャッスルプラザ ３階「孔雀の間」

「ヒトづくり・モノづくりの哲学」

株式会社樹研工業 代表取締役 松浦 元男 氏

②支部事務所移転お披露目記念講演会（参加者 86 名）

平成２２年１１月９日（火）

新・日通ビル 8 階 大会議室

「持続可能な経済とは」

株式会社アシスト 代表取締役 ビル・トッテン 氏

(3)見学会（参加者 31 名）

平成２１年１１月１９日（金）

見学先①あいち臨空新エネルギー実証研究エリア

見学先②飛島コンテナ埠頭株式会社（ＴＣＢ）

(4)第 50 回包装技術研究大会中部大会 （参加者 172 名）

平成２３年２月１７日（木）
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愛知県産業労働センター（ウインクあいち）10階 1001 会議室

コーディネーター 刈谷紙器株式会社 常務取締役 神谷 強 氏

株式会社エイテクノデザイン 代表取締役社長 加納 隆司 氏

ホーユー株式会社 品質保証部 品質保証二課 課長 高見 昭寛 氏

京セラミタ株式会社 技術本部 MFP2 統括技術部 MD22 課 責任者 瀬戸上 裕 氏

NGKロジスティック株式会社 物流技術部長 矢島 泰人 氏

総合テーマ： Ｋａｉｚｅｎ(ｶｲｾﾞﾝ)が拓く包装力向上と日産自動車の物流改善活動について

1)「社会環境性に配慮した荷造りバンドの開発」

(株)デンソーロジテム 輸出入業務部 輸出業務室（包装管理士）小川 剛 氏

2)「自動車用フロントアクスルの輸出包装の改善」

見田工作(株) L.P室（包装管理士）小井阪 琢 氏

3)「集合包装の大ロット化による効率改善提案事例」

川上産業(株) 本社営業所 お客様係（包装管理士）宮﨑 光代 氏

4) 「輸出用アップライトピアノの包装改善」

中津川包装工業(株) 開発部 掛川営業所（包装管理士）暮石 達哉 氏

5)「レーザー孔による袋内部の脱気改善事例」

三洋グラビア(株) 品質保証室長（包装管理士）縄 裕司 氏

6)「医薬品包装ライン安定生産に向けた設備改造」

味の素製薬(株) 生産技術部 主任（包装管理士）田中 正治 氏

7)「個人用透析装置梱包改善」－梱包材ライフサイクルにおけるトータル改善事例ー

ダイナパック(株) 静岡事業所 営業部（包装管理士）西尾 和展 氏

8)「パルプモウルド脚部を使用した組立式パレット」

(株)名古屋モウルド 企画開発 課長 野倉 淳嗣 氏

9) 特別講演「日産自動車における物流改善」

日産自動車株式会社 ＳＣＭ本部部品物流エンジニアリング部 部長 安藤 康行 氏

(5)第 22 回包装研究懇話会（参加者 20 名）

平成２３年３月４日(金）本多プラス株式会社

企業概要と「他人のやらないことをやる」を始めとするモノづくりにおける経営理念の説明

全館クリーンルーム工場でのブロー成形、組立/包装工程を見学

２）研修活動

(1)第 20回包装設計と開発の基礎講座（参加者 40 名）

～ 生活者包装と輸送包装の基礎を学ぶ ～

平成２２年５月２０日・２１日 愛知県技術開発交流センター 交流会議室

第１日目

①包装の使命と創出包装

1)包装の目的と役割 2)新包装・新商品を生み出す創出包装

大日本印刷株式会社 包装事業部規格本部中部商品戦略部長 滝沢 雅夫 氏

②容器包装と包装設計

1)容器には ・軟包装・紙器・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・金属缶・ガラスびんなど 2)容器包装の価値を、

高める包装設計の進め方

凸版印刷株式会社中部事業部企画販促部 新商品開発T 課長（包装管理士）柴垣 敏朗 氏

③愛知県産業技術研究所の包装試験施設見学

愛知県産業技術研究所 工業技術部 応用技術室 物流技術担当
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④包装試験の目的と試験法

1)包装試験・包装材料試験の目的と試験法及び評価法

愛知県産業技術研究所 工業技術部 応用技術室 技師 徳田 宙瑛 氏

⑤緩衝包装設計

1)緩衝包装設計の基礎 2)緩衝設計技法

愛知県産業技術研究所 工業技術部 応用技術室 主任研究員 中川 幸臣 氏

第２日目

①段ボール箱の基礎と応用

1)段ボールの種類と品質 2)箱の形式と寸法設計 3)箱の圧縮強さ評価法

ダイナパック株式会社 企画設計部 参事（包装管理士） 長谷川 達夫 氏

②リターナブル包装

1)着実に進展している「リターナブル包装」の現状

株式会社チューゲン 営業本部 取締役営業副本部長（包装管理士）倉知 真治 氏

③包装設計の基礎と実際

1)包装設計技法とコストの考え方 2)環境配慮包装設計の実際

ソニーイーエムシーエス株式会社 湖西テック 設計部門

商品設計１部 商品設計３課 包装設計Gr 担当ﾏﾈｰｼﾞｬｰ（包装管理士）杢谷 享男 氏

④包装改善とロジスティクス

1)包装改善とロジスティクスの考え方

株式会社デンソーロジテム 取締役 輸送管理部長 近藤 裕之 氏

(2)第４５期包装管理士講座（名古屋会場）

名古屋会場受講者 73名 内訳輸送包装コース 52 名、生活者包装コース 21名

①オリエンテーション

６月２日（水）～６月４日（金）ホテル日航豊橋

②材料教科（輸送包装・生活者包装／共通教科）

６月２３日（水）～６月２５日（金）愛知県産業労働センター

③生活者包装コース

７月６日（火）～７月９日（金）愛知県産業労働センター

④輸送包装コース

７月１３日（火）～７月１５日（木）愛知県産業労働センター

７月１６日（金）愛知県技術開発交流センター

⑤ケーススタディー／面接試験

９月８日（水）～９月１０日（金）ホテル日航豊橋

⑥第４５期包装管理士講座合格証書授与式

１０月２２日（金） メルパルク名古屋

３）会員交流会

①第４７回 定期総会交流懇親会（参加者 76 名）

平成 22 年５月１２日（水） ホテルキャッスルプラザ

②第１ 7 回中部支部会員交流会（参加者 24 名）

平成 22 年１０月１５日（金） 東名古屋カントリークラブ

③支部事務所移転お披露目記念交流会（参加者 57 名）

平成 22 年 11 月９日（火） 名古屋マリオットアソシアホテル

④ 2011中部包装界新年賀詞交歓会（参加者 170 名）
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平成２３年１月１２日（水）ホテルキャッスルプラザ

⑤第 50 回包装技術研究大会中部大会記念情報交流会（参加者 51 名）

平成２３年２月１７日(木）キリンビアシティ

４）その他関連事業

第４ 8 回全日本包装技術研究大会（参加者４３８名）

平成２２年１２月７日（火 ・８日（水）国立京都国際会館）

第３ 組 織

会員登録動勢一覧（平成 22 年 4 月 1 日～ 23 年 3 月 31 日）

平成 22 年 本年度 移動 平成 22 年度

4 月 1 日 入会 退会 ＋ － 合計

会員総数 1,163 社 94 社 77 社 1,180 社

法人会員 935 社 75 社 44 社 966 社

（口数） (960 口) (75 口) (45 口) (990 口)

個人会員 194 名 19 名 32 名 181 名

特別会員 28 名 － 1 名 27 名

賛助会員 6 名 － － 6 名

法人 935 社 75 社 44 社 966 社

登録員数 2,894 名 225 名 136 名 27 名 27 名 2,983 名

個人 194 名 19 名 32 名 1 名 1 名 181 名

合計 3,088 名 244 名 168 名 28 名 2 名 3,164 名

関東支部 法人 1,694 名 49 社 145 名 25 社 81 名 13 名 10 名 1,761 名

個人 109 名 10 名 18 名 101 名

関西支部 法人 593 名 14 社 40 名 9 社 25 名 6 名 11 名 603 名

個人 30 名 2 名 3 名 1 名 30 名

中部支部 法人 124 社 10 社 7 社 127 社

405 名 34 名 18 名 4 名 3 名 422 名

個人 28 名 5 名 6 名 1 名 26 名

西日本支部 法人 105 名 1 名 3 社 11 名 1 名 2 名 94 名

個人 7 名 1 名 6 名

北海道支部 法人 40 名 1 社 3 名 2 名 45 名

個人 1 名 1 名

東北支部 法人 57 名 1 社 2 名 1 名 1 名 1 名 58 名

個人 19 名 2 名 4 名 17 名
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第１号議案その２

（2 月末暫定）平成２２年度中部支部収支決算書

平成２ 2 年４月１日～平成２ 3 年２月２８日 （単位：円）収 入 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 額

23,244,650 △ 605,550１．事 業 収 入 22,639,100

144,500 △ 119,500１）経 験 交 流 費 25,000

23,003,400 △ 489,300２）研 修 活 動 費 22,514,100

96,750 3,250３）研 究 会 活 動 費 100,000

45,000 △ 35,000２．入 会 金 10,000

16,177,000 △ 360,000３．会 費 15,817,000

15,077,000 △ 400,000１）法 人 会 費 14,677,000

1,100,000 40,000２）個 人 会 費 1,140,000

61,805 △ 24,736４．雑 収 入 37,069

600,000 △ 600,000５．保証金返却収入 0

0 0６．什 器備品 増加額 ※ 0

39,773 △ 39,773７． ※ 0減価償却引当金減少額

6,196,831 ０8．前 期 繰 越 金 6,196,831

46,365,059 △ 1,665,059合 計 44,700,000

支 出 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 額

16,547,386 1,562,614１． 事 業 費 18,110,000

2,163,400 306,600１） 経 験 交 流 費 2,470,000

11,324,725 515,275２） 研 修 活 動 費 11,840,000

1,533,817 636,183３） 研 究 会 活 動 費 2,170,000

1,525,444 104,556４） 組 織 活 動 費 1,630,000

15,423,217 2,564,783２． 管 理 費 17,988,000

9,659,200 1,340,800１） 給 料 手 当 11,000,000

1,800,119 △ 119２） 福 利 厚 生 費 1,800,000

270,000 90,000３） 退 職 共 済 掛 け 金 360,000

635,633 264,367４） 会 議 費 900,000

524,260 75,740５） 旅 費 交 通 費 600,000

395,294 104,706６） 通 信 運 搬 費 500,000

48,572 51,428７） 消 耗 品 費 100,000

124,734 252,684８） 印 刷 費 150,000

1,247,316 252,684９） 賃 借 料 1,500,000

135,530 354,47010）Ｏ Ａ 費 500,000

545,666 △ 66611）租 税 公 課 545,000

26,893 6,10712）雑 費 33,000

5,702,000 0３．本 支 部 精 算 金 5,702,000

0 0４．什器備品購入支出 0

300,000 0５．退 職 積 立 分 担 金 300,000

0 △ 300,000６．事業推進準備積立金 300,000

0 △ 200,000７．基 盤 強 化 積 立 金 200,000

0 1,200,0008．保証金 1,200,000

99,730 100,2709．建物付属設備支出 200,000

10．予 備 費 700,000

39,773 △ 39,77311．什器備品減価償却額※ 0

012． 減価償却引当金増加額※

8,252,953 △ 8,252,953次期繰越収支差額 0

46,325,286 △ 1,665,059合 計 44,700,000

※正味財産増減科目
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（2 月末現在）貸 借 対 照 表

平成２ 3 年 2 月 28 日 現在

【 資 産 の 部 】 【 負 債 の 部 】

１．流 動 資 産 １．流 動 負 債

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額

3,702,913 未払い金 0普通預金（三菱東京UFJ／A）

4,065,879 前受金（事業） 600,600普通預金（三菱東京UFJ／B）

普通預金（中央三井信託） 390,261 前受金（法人会費） 21,000

未収金 0 前受金（個人会費） 0

前払い金 715,500 預かり金 0

流動資産合計 8,874,553 流動負債合計 621,600

２．固 定 資 産 ２．固 定 負 債

①特定資産 負債合計 621,600

【正味財産の部】基盤強化積立金 6,000,000

事業推進準備積立金 16,500,000 一般正味財産

①基盤強化積立引当金 6,000,000特定資産合計 22,500,000

②事業推進準備引当金 16,500,000②その他の固定資産

什器備品 39,773 ③減価償却資産引当金 39,773

保証金 0 ④固定資産引当金 0

⑤次期繰越金 8,252,953その他の固定資産合計 39,773

固定資産合計 22,539,773 正味財産合計 30,792,726

資産合計 31,414,326 負債及び正味財産合計 31,414,326

※新基準に準拠し引当金を正味財産へ充当

監 査 報 告 書

会計監査の結果、正確に処理されていることを確認し、これを承認しました。

平成２ 3 年４ 日月

印監事 見田 昌隆

印監事 大澤 勝弘
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第２号議案その１

平成２ 3 年度 中部支部事業計画（案）

第 １ 諸 会 議

５月１ 8 日（水） ホテルキャッスルプラザ１）第４８回 定期総会

４月 2 ８日（水） 名古屋観光ホテル２）第４８回 役 員 会

９月 ２日（金） ホテルキャッスルプラザ３）第 1 回 運営委員会

２ 3 年３月 ホテルキャッスルプラザ４）第２回 運営委員会

２ 3 年２月 ホテルキャッスルプラザ５）第 4 ７期 包装管理士講座講師打合会

第 ２ 事 業

１）研究会活動

(1)研究例会

①包装資材研究例会 ６月１６日（木） ウインクあいち

②輸送包装研究例会 ７月２１日（木） ウインクあいち

③生活者包装研究例会 ９月１５日（木） ウインクあいち

④包装技術研究例会 １０月 ６日（木） ウインクあいち

⑤包装技術講習会 １１月１０日（木） ウインクあいち

(2)講演会

定期総会記念講演会 ５月１８日（水） ホテルキャッスルプラザ

(3)見学会 １１月 未定

(4)第５１回包装技術研究大会中部大会 ２４年２月１６日（木） ウインクあいち

(5)包装研究懇話会 ２４年３月 未定

２）研修活動

(1)第２１回包装設計と開発の基礎講座 愛知県技術開発交流ｾﾝﾀｰ５月２６～２７日 木 金（ 、 ）

(2)第４６期包装管理士講座 ６月～９月 ﾎﾃﾙ日航豊橋、ｳｲﾝｸあいち

５月１８日（水） ホテルキャッスルプラザ３）第４８回定期総会交流懇親会

１０月２１日（金） メルパルク名古屋４）第４６期包装管理士講座合格証書授与式

ウインクあいち５）第４９回全日本包装技術研究大会 １２月８、９日（木、金）

２４年１月１１日（水） ホテルキャッスルプラザ６）２０１１中部包装界新年賀詞交歓会

７）月刊誌「包装技術」発行

８）その他後援事業
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第２号議案その２

（2 月末暫定）平成２３年度 中部支部収支予算（案）

平成２３年４月１日～平成２４年 2 月 28 日 （単位：円）収 入 の 部
科 目 前年度予算 前年度決算 本年度予算 備 考

23,244,650 19,061,750１．事 業 収 入 22,639,100

中部大会、会員交流会１）経 験 交 流 費 25,000 144,500 25,000

管理士講座、基礎講座２）研 修 活 動 費 22,514,100 23,003,400 18,936,750

研究会、講演会、懇話会、見学会３）研 究 会 活 動 費 100,000 96,750 100,000

45,000 10,000２．入 会 金 10,000

16,177,000 16,037,000３．会 費 15,817,000

＠ 100,000x127、＠ 33,000x69、１）法 人 会 費 14,677,000 15,077,000 14,977,000

＠ 40,000x27、＋他 20,000２）個 人 会 費 1,140,000 1,100,000 1,060,000

４．雑 収 入 利息等37,069 61,805 63,297

600,000 0５．保証金返却収入 0

0 0６．什器備品増加額※ 0

39,773 19,886７．減価償却引当金減少額※ 0

6,196,831 8,252,953８．繰 越 金 6,196,831

46,365,059 43,444,886合 計 44,700,000

支 出 の 部
科 目 前年度予算 前年度決算 本年度予算 備 考

16,547,386 17,800,000１． 事 業 費 18,110,000

中部大会、会員交流会１） 経 験 交 流 費 2,470,000 2,163,400 2,400.000

管理士講座、基礎講座２） 研 修 活 動 費 11,840,000 11,324,725 11,900,000

研究会、講演会、懇話会、見学会３） 研究会活動費 2,170,000 1,533,817 2,300,000

会員増強、総会交流会４） 組 織 活 動 費 1,630,000 1,525,444 1,700,000

15,423,217 18,343,000２． 管 理 費 17,988,000

9,659,200 11,000,000１） 給 料 手 当 11,000,000

社会保険、雇用保険、他２） 福 利 厚 生 費 1,800,000 1,800,119 2,000,000

270,000 360,000３） 退職共済掛金 360,000

総会、役員会、運営委員会４） 会 議 費 900,000 635,633 900,000

通勤手当、出張費５） 旅 費 交 通 費 600,000 524,260 600,000

500,000 事務所移転運搬費含む６） 通 信 運 搬 費 395,294 500,000

48,572 100,000７） 消 耗 品 費 100,000

124,734 150,000８） 印 刷 費 150,000

事務局賃借料、廃棄物処理費９） 賃 借 料 1,500,000 1,247,316 1,600,000

コピー機リース料10）Ｏ Ａ 費 500,000 145,530 500,000

545,666 600,00011）租 税 公 課 545,000

26,893 33,00012）雑 費 33,000

5,702,000 本支部精算金支出３．本 支 部 精 算 金 5,702,000 5,782,000

０ 0４．什器備品購入支出 0

300,000 本部繰入金５．退職積立分担金 300,000 300,000

0 0６．事業推進準備積立金 300,000

0 0７．基盤強化積立金 200,000

1,200,000 事務所入居保証金８．保 証 金 － 0

200,000 、机９．建物付属設備支出 ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ99,730 0

0 700,00010. 予 備 費 700,000

39,773 19,88611. 什器備品減価償却額※ 0

012. 減価償却引当金増加額※

8,252,953次期繰越収支差額 －

46,365,059 43,444,886合 計 44,700,000

※正味財産増減科目
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第３号議案

役 員 の 退 任 及 び 新 任 に 関 す る 件

（敬称略）

１．役員を次の通り退任及び新任したい。

(1) 退 任

役 員 後藤 章 ホーユー株式会社 専務取締役生産・物流本部長

(2) 新 任

役 員 井上 和俊 フタムラ化学株式会社 取締役

役 員 深津 秀夫 ホーユー株式会社 品質保証部長
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平成２３年度 中部支部役員（案）

（敬称略５０音順）

支 部 長 山崎 秀嗣 株式会社デンソーロジテム 代表取締役社長

顧 問 荻原 茂 名港海運株式会社 代表取締役社長

三井 弘文 元NGKﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ株式会社 代表取締役社長

吉野 清彦 元株式会社デンソーロジテム 代表取締役社長

副 支 部 長 三輪 達夫 NGKﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ株式会社 常務取締役

見田 昌隆 見田工作株式会社 代表取締役社長

中野 達夫 愛知県産業技術研究所 所 長

役 員 伊藤 清 名港海運株式会社 常務取締役

伊藤 晴夫 東海漬物株式会社 常務取締役漬物機能研究所長

○井上 和俊 フタムラ化学株式会社 取締役

大辻 誠 中津川包装工業株式会社 代表取締役社長

神谷 修 刈谷紙器株式会社 代表取締役社長

倉田比呂志 アイシン精機株式会社 物流管理部長

古谷野 聡 CKD株式会社 自動機械事業本部営業統括部長

齊藤 光次 ダイナパック株式会社 代表取締役副社長

杉山 卓繁 笹徳印刷株式会社 代表取締役社長

羽根 博巳 財団法人中部生産性本部 専務理事

平野 公一 レンゴー株式会社 理事段ﾎﾞｰﾙ部門中日本事業部長

○深津 秀夫 ホーユー株式会社 品質保証部長

牧野 渉 アイセロ化学株式会社 代表取締役社長

松浦 正雄 トヨタ自動車株式会社 ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰﾂ物流部拠点管理室長

右田 政三 株式会社デンソーロジテム 常務取締役

南 博一 愛電商事株式会社 代表取締役社長

宮川 和典 株式会社ミツカンサンミ 仕入統括部長

渡邉 幸次 株式会社フジキカイ 取締役営業本部長

監 事 大澤 勝弘 浅野段ボール株式会社 代表取締役社長

梶浦 宏男 株式会社チューゲン 代表取締役社長

（○印：新役員）
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平成２３年度 中部支部運営委員（案）

（敬称略５０音順）

委 員 長 柘植 要 名港海運株式会社 取締役営業第２部長

副委員長 小塚 恒夫 株式会社チューゲン 専務取締役営業本部長

委 員 石川 元信 株式会社デンソーロジテム 包装管理室長

岩田 峰司 東海漬物株式会社 漬物機能研究所主任開発員

開発設計本部企画設計部兼製品開発部長上村 寛 ダイナパック株式会社

海老塚豊実 株式会社ミツカンサンミ 仕入統括部容器課長

大崎 清 ㈱ポッカコーポレーション 生産本部製造品質G ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ

大森 利隆 愛電商事株式会社 業務事業部物流部長

○大山 孝一 中津川包装工業株式会社 営業部長

○奥平 賢司 見田工作株式会社 L.P室長

押田 孝博 リスパック株式会社 技術開発本部取締役本部長

加納 隆司 ㈱エイテクノデザイン 代表取締役社長

神谷 強 刈谷紙器株式会社 専務取締役

○後藤 嘉信 フタムラ化学株式会社 ﾌｨﾙﾑ営業企画部企画Gﾘｰﾀﾞｰ

CEOｵﾌｨｽCJ部技術ｾﾝﾀｰ 担当課長笹田 敬史 エーザイ株式会社

杉浦 一男 石塚硝子株式会社 執行役員ﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾝﾊﾟﾆｰ生産本部長

鈴木 善雄 空調輸冷工作部生産技術課長三菱重工業株式会社冷熱事業本部

鈴木隆二郎 三菱電機㈱名古屋製作所 営業部ﾛｼﾞｽ･ITｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ

MFP2 統括技術部MD22 課 責任者瀬戸上 裕 京セラミタ( )技術本部株

高見 昭寛 ホーユー株式会社 品質保証部 品質保証二課長

田中 一郎 ㈱ﾉﾘﾀｹﾎﾞﾝﾃﾞｯﾄﾞｱﾌﾞﾚｰｼﾌﾞ ロジスティクス部長

谷内 秀夫 アイセロ化学株式会社 取締役技術開発本部長

自動機械事業本部包装機械企画担当係長道家 陽 CKD株式会社

深村 英明 ヤマハ発動機株式会社 生産管理部ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸｽ技術GL

松生 秀正 愛知県産業技術研究所 工業技術部応用技術室長

ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰﾂ物流部拠点管理室主幹宮原 文明 トヨタ自動車株式会社

矢島 泰人 技術部長NGKロジスティクス株式会社 物流

山田 晃久 アイシン精機株式会社 物流管理部物流企画Grﾏﾈｰｼﾞｬｰ

吉田 将之 浅野段ボール株式会社 営業部長

米川 和弥 笹徳印刷株式会社 執行役員編集製作本部長

（○印：新運営委員）


